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激化や資源の採掘・消費にともなう環境破壊が深刻な問題を引き起こすと捉えます。そのうえで、鉱物資源の生産や消費に密接に関係する地質学、工学、経済学、 して環境面から包括的にエネルギーや資源を理解しようとします。こういった包括的な理解なしには、資源問題の議論や解決策を導き出すこ はできないというのが本書の売りです。鉱床の説明に始まり、地球化学、採掘手法、法律、経済性 各種資源の説明と進みます。興味をひく、あるいは論争になっているよ なトピックが囲み記事で簡潔にまとめられ それらが随所にちりばめられています。それらを読むだけでも参考 なり大判で、図表、写真、用語解説も充実しています。　
文献②は、持続可能な代替エネル
ギーに関するあらゆる問題について、科学的に、冷静な目で説明する好著です。気候変動、人口増加、資源枯渇、環境破壊など、現代社会に生きる私達の不安は募るばかりですが、発電施設は遠くに立地するもの、目にみえないところにあるものと私達は考えがちです。しかし、それでよ









人類学的にアプローチし 文献④を紹介します。モンゴルは金、石油、石炭、ウラン、レ アース等 地下資源が発見され、今や世界有数の資源大国だそうです。 「遊牧の国」よりも、 「地下資源の国」に変貌しつつあるそうです。内モンゴルも同様で、天然ガス、鉄鉱石、銅等の埋蔵量は中国有数で、特にレアアースは中国随一で、ほとんどが内モンゴル産だそうです。本書は滋賀県立大学の国際的な共同プロジェクトの成果で、文化人類学や歴史学などを専門とする多 籍の研究者が執筆しています。論文集でまとまりに欠けますが、内陸アジアの地下資源をめぐる文化、社会、環境の変化を概観できます。ちなみにレア ースはレアメタルの一部ですが、 「レ メタル」は学界で認められている言葉ではないそうです。レアメタルの複雑さ、奥深さをお知りになりたい方は文献⑤をご覧ください（おかだ
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